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Basic consideration about the Emperor Komyo 　　　　　　　　　　　　　　　　　
　This study aims to confirm the basic facts about Emperor Komyo. When reviewing 
the history of research, there is no detailed research about Emperor Komyo from the 
perspective of medieval political history, and I would like to portray the uniqueness of 
the personality of Emperor Komyo from the perspective of a political and historical 
sketch. Emperor Komyo appears in the history of research; it will be as the retired 
sovereign taken by the Southern Court in addition to Emperor Kogon, Emperor Suko, 
and Prince Naohito the abandoned crown prince along with the failure of the Shohei 
unification, However, in this study I will focus on the process of the release, and not on 
the process of the capture. Why did Emperor Komyo free one pair early? They are 
the contents on writing to make clear the individuality of Emperor Komyo in（the 
political viewpoint）from the time difference of their return to the capital.
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
光
明
天
皇
に
つ
い
て
、
ご
く
基
礎
的
な
事
項
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
少
な
く
と
も
中
世
政
治
史
研
究
に
お
い
て
、
光
明
天
皇
を
主
題
と
し
た
論
考
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
通
史
類
に
お
い
て
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
と
き
は
あ
る
。
索
引
に
「
光
明
天
皇
」（
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
語
）

が
立
項
さ
れ
て
い
る
通
史
類
は
、
新
田
一
郎
『
日
本
歴
史
11　

太
平
記
の
時
代
』（
講
談
社　

二
〇
〇
一
）
と
安
田
次
郎
『
日
本
の
歴

史
7　

走
る
悪
党
、
蜂
起
す
る
土
民
』（
小
学
館　

二
〇
〇
八
）
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、「
光
厳
院
政
下
の
天
皇
」「
南
北

朝
分
立
当
初
の
北
朝
の
天
皇
」
以
上
の
位
置
づ
け
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
研
究
論
文
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
光
明
天
皇
が
生
き
た
南
北
朝
期
の
政
治
史
に
お
い
て
、
現
在
の
到
達
点
と
い
え
る
論
考

群
の
一
つ
に
、
森
茂
暁
『
増
補
改
訂　

南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
八
）
が
あ
る
。
森
氏
著
書
の
目
次

の
一
部
を
抄
出
し
よ
う
。

　

第
三
章　

北
朝
の
政
務
運
営

　
　

第
一
節　

光
厳
上
皇
院
政

　
　

第
二
節　

後
光
厳
天
皇
親
政

　
　

第
三
節　

後
光
厳
上
皇
院
政

　
　

第
四
節　

後
円
融
親
政
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第
五
節　

北
朝
の
検
非
違
使
庁

　

見
て
の
通
り
、
光
明
天
皇
の
存
在
は
実
質
的
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
そ
れ
は
森
氏
の
興
味
関
心
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

あ
る
（
な
ぜ
当
然
で
あ
る
か
は
、
本
稿
の
検
討
が
そ
の
答
え
と
な
る
）。
他
に
南
北
朝
期
の
政
治
史
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
も
の

と
し
て
、
松
永
和
浩
氏
の
『
室
町
期
公
武
関
係
と
南
北
朝
内
乱
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
索
引
に
「
光

明
（
院
／
天
皇
）」
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
光
明
天
皇
に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
触
れ
て
い
る
の
は
豊
永
聡
美
氏
の
著
作
で
あ
る

（
（
（

。

こ
こ
で
は
、
持
明
院
統
と
琵
琶
の
関
係
の
中
で
光
明
の
特
殊
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
（
後
述
）、
ま
た
、
光
明
天
皇
の
楽
器
の
師
で
あ
っ

た
地
下
楽
人
（
大
神
景
光
）
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
な
か
で
光
明
天
皇
の
存
在
も
副
次
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、

光
明
天
皇
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
、
ほ
ぼ
絶
無
と
言
っ
て
良
く
、
本
稿
で
は
、
光
明
天
皇
と
い
う
個
性
を
政
治

史
面
か
ら
素
描
し
た
い
と
思
う
。

　

光
明
天
皇
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
出
来
事
は
、
南
朝
に
よ
り
賀
名
生
に
連
行
さ
れ
た
と
い
う
事
件
で

あ
る
。

　

文
和
元
年
（
正
平
七
年
）、
閏
二
月
の
二
十
一
日
の
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
正
平
一
統
が
破
綻
し
、
南
朝
の
後
村
上
は
「
御
所
々
々
」
の

八
幡
へ
の
退
避
を
指
示
し
た

（
（
（

。
さ
ら
に
翌
月
四
日
に
は
、「
三
院
」（
光
厳
院
・
光
明
院
・
崇
光
院
＝
「
御
所
々
々
」）
と
「
宮
御
方
」（
直

仁
廃
太
子
）
が
河
内
国
東
条
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
（
（

。
光
明
天
皇
が
研
究
史
に
お
い
て
登
場
す
る
と
し
た
ら
、
正
平
一
統

の
破
綻
に
伴
い
、
光
厳
院
・
崇
光
院
・
直
仁
廃
太
子
と
と
も
に
南
朝
に
よ
り
連
行
さ
れ
た
上
皇
と
し
て
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
注
目
し
た

い
の
は
、
そ
の
連
行
の
過
程
で
は
な
く
、
解
放
の
過
程
で
あ
る
。
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今
日
聞
、
法中

院皇
自
天
野
殿
出
御
、
是
僧
躰
黒
衣
御
事
也

（
（
（

、

　

光
明
天
皇
は
右
掲
史
料
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
和
四
年
に
京
都
へ
と
戻
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
に
「
御
所
々
々
」
の
全
員
が

解
放
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

法
皇
近
日
可
有
御
出
洛
之
由
風
聞
、
御
迎
之
輩
少
々
已
参
向
云
々
、
為
事
実
者
天
下
大
慶
不
能
左
右
歟
、

　

伝
聞
、
去
夜
子
刻
許
法
皇
・
新
院
着
御
伏
見
殿
云
々
、
天
下
大
慶
不
能
左
右
歟
、

　

右
は
『
愚
管
記
』
の
延
文
二
年
二
月
一
七
日
条
と
一
九
日
条
で
あ
る
が
、
光
厳
院
・
崇
光
院
・
直
仁
廃
太
子
に
つ
い
て
は
延
文
二
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
京
都
へ
と
戻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
光
明
院
は
光
厳
院
・
崇
光
院
・
直
仁
廃
太
子
に

先
駆
け
て
京
都
へ
と
戻
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
光
明
天
皇
は
、
一
足
早
く
解
放
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
還
京
の
時
差
か
ら
光
明

院
の
個
性
（
政
治
的
立
場
）
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
な
ぜ
光
明
院
は
光
厳
以
下
よ
り
早
く
南
朝
か
ら
解

放
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第
一
章
　
光
明
天
皇
の
教
養

　

本
章
で
は
光
明
天
皇
が
ど
の
よ
う
な
教
養
を
修
得
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
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１
節　

光
明
天
皇
の
管
絃
と
学
問

　

こ
こ
で
は
光
明
天
皇
が
身
に
つ
け
た
教
養
の
う
ち
、
管
絃
と
学
問
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

　

光
明
天
皇
は
即
位
か
ら
三
年
目
の
暦
応
三
年
に
御
楽
を
催
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

（
（
（

、ま
た
、崇
光
天
皇
に
譲
位
し
て
上
皇
と
な
っ

た
直
後
（
南
朝
に
よ
り
連
行
さ
れ
る
直
前
）
の
観
応
元
年
に
神
楽
を
挙
行
し
て
い
る
こ
と
も
史
料
に
よ
り
確
認
さ
れ
る

（
（
（

。
天
皇
位
に
あ

る
期
間
を
通
じ
て
雅
楽
や
管
絃
に
親
し
ん
で
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
学
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
史
料
を
掲
げ
よ
う

（
（
（

。

　

大
神
景
茂
入
来
、
昨
夕
禁
裏
神
楽
星
曲
御
伝
授
、
無
相
違
進
上
奥
書
□
□
之
至
極
也
、
於
御
学
問
所
前
庭
申
入
之

（
（
（

、

　

光
明
天
皇
が
大
神
景
茂
か
ら
神
楽
の
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
た
様
子
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
光
明
天
皇
は
日
常
的
に
雅
楽
や
神
楽
に

接
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
光
明
天
皇
が
特
に
親
し
ん
で
い
た
楽
器
は
笛
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

�

今
日
禁
裏
御
遊
始
也
（
略
）
次
目
春
宮
大
夫
、
々
々
々
々
吹
出
双
調
々
子
、
篳
篥
付
之
、
此
間
取
御
笛
令
付
吹
給
、
氏
忠
卿
又
付
之
、

呂
律
交
聲

（
（
（

、

　

康
永
三
年
、
自
身
初
度
の
御
遊
始
に
お
い
て
光
明
天
皇
は
笛
を
演
奏
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、「
琵
琶
は
特
別
に
高
貴
な
楽
器
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
続
す
る
天
皇
、
特
に
持
明
院
統
嫡
流
の
天
皇
に
継
承
さ
れ
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る
こ
と
と
な
る

（
（1
（

」
と
い
う
豊
永
聡
美
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
光
明
天
皇
が
、
持
明
院
統
を
象
徴
す
る
琵
琶
で
は
な
く
笛
に
親
し
ん
だ
と
い

う
事
実
は
、
本
稿
の
論
旨
に
お
い
て
興
味
深
い
。
な
お
、
豊
永
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
光
明
天
皇
は
笙
も
習
得
し
た
よ
う
だ

（
（1
（

。
笙
と
い

う
の
は
次
代
以
降
、［
後
光
厳
院
流
：
笙
⇔
崇
光
院
流
：
琵
琶
］
と
い
う
構
図
に
よ
り
伝
習
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
楽
器
で
あ
る
。
光
明

天
皇
が
習
得
し
た
時
点
に
お
い
て
、
笙
が
そ
の
よ
う
な
具
体
的
政
治
性
を
帯
び
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
が
、
ど
う
に
も
光
明
天
皇
は

琵
琶
と
の
縁
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
光
厳
上
皇
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

本
稿
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
の
で
深
入
り
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
光
明
天
皇
が
、
歴
代
天
皇
と
同
様
に
音
楽
的
素
養
を
涵
養

し
て
い
た
と
い
う
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

次
に
学
問
、
具
体
的
に
は
儒
学
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。

　

酉
二
点
、
行
親
朝
臣
参
上
、
講
尚
書
、
同
昨
日

（
（1
（

、

　

右
は
光
明
天
皇
自
身
に
よ
る
日
記
の
記
述
だ
が
、康
永
元
年
の
九
月
二
〇
日
に
「
尚
書
」
の
進
講
を
受
け
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
日
記
に
よ
る
と
、
光
明
天
皇
が
「
論
語
」
の
進
講
を
受
け
た
様
子
も
確
認
で
き

（
（1
（

、『
園
太
暦
』
の
貞
和
五
年
七
月
一
二
日
条
に
は
「
礼

記
」
の
談
義
に
接
し
て
い
る
光
明
天
皇
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
光
明
天
皇
は
天
皇
家
の
通
例
に
則
り
、
学
問
（
儒
学
）
を

修
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
光
明
天
皇
は
歴
代
天
皇
の
中
で
も
特
に
学
問
へ
の
熱
量
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を

思
わ
せ
る
史
料
も
存
在
す
る
。
再
び
光
明
天
皇
の
日
記
を
ひ
も
と
こ
う
。

　

�

今
暁
式
部
大
輔
菅
原
朝
臣
公
時
、
去
比
式
部
大
輔
并
勘
解
由
長
官
両

官
辞
之
、
依
所
労
危
急
也
云
々
、
但
可
尋
逝
去
云
々
、
自
去
月
初
病
悩
初
者
只
風
気
之
体
也
、
追
日
増
、
此
廿
余
日
食
事
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不
通
、
仍
気
力
益
衰
、
遂
至
亡
没
、
嗚
呼
悲
哉
、
常
世
之
儒
宗
、
而
頗
有
才
名
、
加
之
昼
夜
之
格
勤
、
又
以
超
等
倫
、
兼
宦
学
之
両

道
、
為
朝
家
之
要
樞
、
就
中
朕
自
幼
少
之
昔
、
数
受
経
史
之
訓
説
、
至
登
極
之
初
即
居
帷
幄
之
重
職
、
数
年
之
間
、
頻
蒙
切
磋
琢
磨

之
教
焉
、
残
生
之
中
、
争
忘
一
字
千
金
之
恩
乎
、
嗚
咽
而
悲
泣
、
頗
令
傷
心
襟
者
也
、（

（1
（

　

こ
の
日
の
記
述
は
、
前
後
の
日
付
の
記
述
と
異
な
り
、
著
し
く
難
解
と
い
う
か
、
あ
た
か
も
禅
僧
が
書
き
記
し
た
か
の
よ
う
な
文
体

で
綴
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
朕
自
幼
少
之
昔
、
継
受
継
史
之
訓
説
」
で
あ
っ
た
菅
原
公
時
の
逝
去
に
対
し
「
嗚
咽
而
悲
泣
、
頗
令
傷

心
襟
」
と
い
う
光
明
天
皇
の
心
境
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
儒
学
（
漢
学
）
の
恩
師
と
も
い
え
る
公
時
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
と
し
て
、

漢
文
調
の
文
体
で
書
き
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

光
明
天
皇
の
公
時
へ
の
想
い
は
、
非
常
に
篤
い
も
の
が
あ
っ
た
。
右
の
翌
日
条
を
続
け
て
見
て
み
よ
う
。

　

�

抑
公
時
卿
事
、
文
道
之
衰
微
、
儒
門
之
零
落
、
不
可
不
歎
、
其
上
当
時
侍
読
之
臣
、
細
々
参
仕
之
輩
、
与
在
成
朝
臣
両
人
也
、
朕
稽

古
事
、
相
構
可
成
立
之
由
深
存
之
、
其
志
尤
切
、
仍
為
一
身
之
愁
、
縦
先
規
不
然
、
如
物
音
停
止
、
可
表
愁
歎
之
志
之
由
所
思
案
也
、

其
上
被
貴
重
侍
読
臣
者
、
古
今
例
也
、
然
者
先
規
又
若
及
此
儀
歟

（
（1
（

、

　

光
明
天
皇
は
菅
原
公
時
の
死
に
対
し
「
縦
先
規
不
然
」
で
あ
っ
て
も
「
如
物
音
停
止
」
す
る
こ
と
で
「
表
愁
歎
之
志
」
を
決
意
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
光
明
天
皇
の
先
例
遵
守
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、
異
例
の
措
置
と
言
え
、
光
明
天
皇
に
と
っ
て
公
時
が
い
か

に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
光
明
天
皇
の
姿
勢
は
、
右
掲
史
料
の
続
き
の
部
分
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
。
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今
日
行
親
朝
臣
参
上
、
講
書
如
例
、
尚
書
并
大
学
今
日
所
終
功
也
、

　

光
明
天
皇
は
公
時
の
死
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
も
公
時
の
死
の
翌
日
に
は
「
尚
書
并
大
学
」
の
「
講
書
」
を
実
践
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
「
あ
な
た
が
い
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
学
問
の
精
進
は
怠
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
光
明
天
皇
の
胸
中
を
見
出
す
と
す
れ

ば
、
憶
測
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
光
明
天
皇
が
歴
代
天
皇
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
学
問
的
素
養
を
涵

養
し
て
い
た
と
評
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

　

2
節　

光
明
天
皇
の
〝
政
務
〟（
故
実
）

　

次
に
本
節
で
は
、
光
明
天
皇
の
政
務
に
対
す
る
姿
勢
を
見
て
い
き
た
い
が
、
こ
こ
で
の
〝
政
務
〟
と
は
、
中
世
の
天
皇
に
求
め
ら
れ

た
「
故
実
ど
お
り
に
諸
儀
礼
を
遂
行
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
〝
政
務
〟
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

学
問
や
芸
能
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〝
教
養
〟
と
さ
れ
る
も
の
に
熱
心
だ
っ
た
光
明
天
皇
は
、
有
職
故
実
に
対
し
て
も
、
や
は
り
意
欲
的

な
姿
勢
を
見
せ
る
。

　

事
例
を
掲
げ
よ
う
。

　

�

暦
応
五
正
廿
二
、
依
先
日
仰
、
入
夜
参
内
、
参
常
御
所
、
除
目
間
事
有
御
伝
受
、
作
法
申
文
様
々
尻
付
以
下
大
略
奉
授
了
、
又
進
抄

物
等
、
悉
被
散
御
不
審
了
、
及
深
更
退
出
、
此
事
尤
道
之
面
目
也

（
（1
（

、
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即
位
間
も
な
い
暦
応
五
年
、光
明
天
皇
は
除
目
に
つ
い
て
「
作
法
申
文
様
々
尻
付
以
下
大
略
」
の
伝
授
を
一
条
経
通
に
請
う
て
い
る
。

光
明
天
皇
は
故
実
面
に
関
し
て
一
条
経
通
を
頼
り
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、
内
裏
の
陣
が
「
半
陣
」
で
よ
い
か
否

か
を
諮
問
し
た
事
例
な
ど
が
確
認
さ
れ
る

（
（1
（

。
も
ち
ろ
ん
、
光
明
天
皇
が
諮
問
し
た
相
手
は
一
条
経
通
だ
け
に
は
限
ら
な
い
。『
師
守
記
』

の
康
永
三
年
五
月
二
日
条
と
三
日
条
を
掲
げ
よ
う
。

　

今
夕
頭
弁
為
奉
行
左
衛
門
陣
間
事
有
勅
問
、（
二
日
）

　

今
日
終
日
昨
日
勅
問
例
令
引
勘
給
、（
三
日
）

　

二
日
条
で
「
右
衛
門
陣
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
光
明
天
皇
が
中
原
師
右
に
諮
問
し
、
師
右
が
そ
れ
に
つ
い
て
先
例
等
を
調
査
し
た
と

い
う
の
が
三
日
条
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
光
明
天
皇
は
歴
代
天
皇
と
同
様
に
先
例
通
り
の
朝
儀
執
行
に
意
欲
を
み
せ
、
故
実
知
識
に
定
評
の
あ
る
面
々
に
諮
問

を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
光
明
天
皇
が
頼
り
に
し
た
の
は
洞
院
公
賢
で
あ
る

（
（1
（

。
史
料
を
い
く
つ
か
見
て
い
こ
う
。

　

前
平
中
納
言
入
来
、
近
江
国
栗
太
郡
小
杖
社
神
位
記
事
有
勅
問
、
被
問
予
并
関
白
云
々
、（

（1
（

　

葉
室
前
中
納
言
入
来
、
勅
使
也
、
鴨
社
新
加
司
事
、
秀
世
祐
泰
等
有
申
旨
、
就
其
何
様
可
有
沙
汰
哉
云
々
者
、
所
存
之
趣
申
之
了

（
（2
（

、
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抑
右
衛
門
督
忠
季
卿
、
除
目
右
筆
事
年
来
望
伝
受
、
自
然
無
沙
汰
、
而
此
間
予
新
抄
事
合
力
粉
骨
有
功
之
上
、
旁
有
存
旨
、
又
彼
卿

事
、
法
皇
御
方
慇
懃
有
被
仰
下
之
子
細
、
仍
此
間
連
々
次
第
授
之
、
今
日
有
習
礼
事
也

（
（2
（

、

　

一
つ
目
は
、
光
明
天
皇
が
「
近
江
国
栗
太
郡
小
杖
社
神
位
記
事
」
に
つ
い
て
、
鷹
司
師
平
と
と
も
に
洞
院
公
賢
に
諮
問
し
た
と
い
う

内
容
、
二
つ
目
は
下
賀
茂
社
人
事
に
つ
い
て
の
相
談
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
つ
目
は
、
洞
院
公
賢
が
正
親
町
忠
季
に
除
目
右
筆
の
故
実
を

伝
授
し
た
と
き
の
事
例
で
、
そ
の
際
、「
法
皇
御
方
」
に
よ
っ
て
「
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
含
み
置
か
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
時
期
は
、
光
明
院
が
南
朝
か
ら
解
放
さ
れ
て
在
京
し
て
い
た
一
方
で
、
光
厳
院
は
い
ま
だ
南
朝
に
よ
り
幽
閉
中
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ

に
記
さ
れ
た
「
法
皇
」
は
光
明
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
（2
（

。
光
明
院
の
公
賢
へ
の
信
頼
は
、
政
局
的
な
混
乱
を
経
て
も
揺
る
が

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

右
に
掲
げ
た
事
例
以
外
に
も
、
諸
廷
臣
に
対
し
て
頻
繁
に
先
例
上
の
疑
問
点
を
確
認
す
る
光
明
天
皇
の
姿
を
史
料
上
に
確
認
す
る
こ

と
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
光
明
は
各
種
の
朝
政
に
適
切
な
先
例
上
の
根
拠
を
求
め
る
姿
勢
が
目
立
つ
天
皇
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

先
例
上
の
瑕
疵
が
な
い
よ
う
儀
礼
な
ど
の
年
中
行
事
を
遂
行
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
光
明
天
皇
自
身
も
、

可
能
な
限
り
、
先
例
上
の
瑕
疵
が
な
い
よ
う
、
諸
儀
礼
に
出
御
し
た
。

　

試
し
に
年
中
行
事
の
な
か
で
も
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
正
月
三
節
会
（
元
日
節
会
・
白
馬
節
会
・
踏
歌
節
会
）
に
つ
い
て
見
て
み

よ
う
。
例
え
ば
『
園
太
暦
』
の
康
永
三
年
に
お
け
る
記
述
を
紐
解
く
と
、
光
明
天
皇
が
元
日
節
会
と
白
馬
節
会
に
出
御
し
て
い
る
様
子

を
確
認
で
き
る
（
そ
れ
ぞ
れ
元
日
条
、
七
日
条
）。
踏
歌
節
会
に
つ
い
て
は
光
明
天
皇
の
動
向
を
明
記
す
る
記
述
が
な
い
た
め
判
断
は

で
き
な
い
が
、
次
の
史
料
が
参
考
に
な
る
。
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�

今
日
節
会
儀
、
後
日
相
尋
之
処
、
不
出
御
懸
御
簾
、
不
供
御
膳
、
国
栖
歌
笛
共
停
止
之
、
舞
妓
如
例
云
々
、
若
猶
可
有
義
歟
、
但
今

日
節
会
、
舞
妓
為
踏
歌
本
、
仍
不
略
之
歟
、
可
尋
先
規

（
（2
（

、

　

貞
和
四
年
の
事
例
だ
が
、
こ
の
年
の
踏
歌
節
会
に
つ
い
て
は
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
、
光
明
天
皇
は
節
会
の
場
に
は
臨
席
し
な
が
ら
も

御
簾
を
か
け
、「
不
出
御
」
と
い
う
体
裁
が
と
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
光
明
天
皇
が
節
会
へ
「
不
出
御
」
と
な
る
場
合
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ

そ
の
旨
が
特
記
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
、
特
に
光
明
天
皇
の
動
向
が
記
述
さ
れ
な
い
場
合
、
基
本
的
に
は
節
会
に
出
御
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
光
明
天
皇
は
正
月
三
節
会
な
ど
に
、
原
則
と
し
て
適
切
に
出
御
す
る
天
皇
で

あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
光
明
天
皇
が
適
切
に
出
御
し
て
い
た
の
は
、
正
月
三
節
会
に
限
ら
な
い
。

　

内
侍
所
臨
時
恒
例
両
座
御
神
楽
也
、
亥
二
刻
参
禁
裏
、
今
夜
先
追
儺
并
祇
園
臨
時
祭
、
仍
及
寅
一
点
行
幸
内
侍
所
、
出
御
於
額
間

（
（2
（

、

　

右
は
、
暦
応
三
年
の
内
侍
所
御
神
楽
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
出
御
す
る
光
明
天
皇
の
姿
を
確
認
で
き
る
。
次
に
、
貞
和

三
年
三
月
の
県
召
除
目
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

�

其
儀
如
例
、
抑
大
間
御
覧
之
間
、
先
復
座
有
結
成
文
之
説
、
是
一
秘
説
也
云
々
、
仍
為
早
速
今
度
用
此
説
、
且
又
主
上
入
御
、
女
房

候
簾
中
歟
、
取
大
間
筥
有
参
御
所
方
之
勢
、
被
返
下
事
可
経
程
歟
、
仍
旁
用
此
説
、
成
文
結
了
、
大
間
猶
未
被
返
下
、
取
笏
候

（
（2
（

、
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傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
光
明
天
皇
は
「
入
御
」
し
て
い
る
。「
入
御
」
と
は
、
こ
の
場
合
、「
儀
礼
の
場
か
ら
奥
の
私
的
空

間
に
退
出
し
て
い
っ
た
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
だ
が
、「
入
御
」
す
る
た
め
に
、
そ
の
前
の
段
階
で
「
出
御
」
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
な
の
で
、
光
明
天
皇
は
こ
の
と
き
の
県
召
除
目
に
出
御
し
て
い
た
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
先
に
も
貞
和
四
年
の
踏
歌
節
会
を
示
し
た
よ
う
に
、
光
明
天
皇
に
は
、
し
ば
し
ば
諸
儀
礼
へ
の
不
出
御
が
特
記
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
比
較
的
不
出
御
を
特
記
さ
れ
る
割
合
の
高
い
天
皇
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
例

え
ば
「
此
日
有
任
大
臣
（
略
）
朕
依
咳
病
不
出
南
殿

（
（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、体
調
不
良
に
よ
り
出
御
し
な
か
っ
た
事
例
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
、
南
北
朝
激
戦
期
と
い
う
、
光
明
が
即
位
し
て
い
た
時
期
の
時
代
的
背
景
に
起
因
す
る
要
因
が
目
立
つ
。
戦
況
の
悪
化
に

よ
り
、
な
ん
ど
も
諸
儀
礼
は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
し
、
貞
和
四
年
の
踏
歌
節
会
の
よ
う
に
（
天
皇
不
出
御
の
）
略
儀
と
い
う
体

裁
が
と
ら
れ
た
事
例
は
、『
園
太
暦
』
に
限
ら
ず
、
当
時
の
同
時
代
史
料
を
め
く
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
同
様
に
、
連
年
の
よ
う
に

南
都
が
嗷
訴
を
繰
り
返
し
、神
木
在
洛
に
よ
り
、「
非
常
儀
」
で
の
年
中
行
事
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
例
も
、数
多
く
確
認
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
貞
和
四
年
の
踏
歌
節
会
に
お
い
て
「
不
出
御
」
の
体
裁
で
の
開
催
で
あ
り
な
が
ら
、
儀
礼
そ
の
も
に
は
御
簾
を
垂
れ
て
臨

席
し
て
い
た
よ
う
に
、
光
明
天
皇
は
、
状
況
が
許
す
の
で
あ
れ
ば
、
年
中
行
事
な
ど
に
は
熱
心
に
出
御
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
評
価
で

き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
光
明
天
皇
は
朝
儀
を
先
例
通
り
に
執
行
（
し
よ
う
と
）
し
、自
ら
も
適
切
に
臨
席
す
る
（
し
よ
う
と
す
る
）

天
皇
、
表
現
を
替
え
れ
ば
、
歴
代
天
皇
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
適
切
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
朝
儀
執
行
に
も
意
欲
的
な
天
皇
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。



112

石原比伊呂

第
二
章
　
光
明
天
皇
と
光
厳
上
皇

　

本
章
で
は
、
光
明
天
皇
が
実
態
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
影
響
力
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

１
節　

光
明
天
皇
が
関
与
し
な
か
っ
た
も
の

　

前
章
で
は
、
教
養
人
と
し
て
の
側
面
を
中
心
に
、
光
明
天
皇
の
横
顔
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、
光
明
天
皇
は
現
実
の
政
局
や
諸
勢

力
の
利
権
調
整
（
具
体
的
に
は
裁
許
な
ど
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

�

抑
予
去
年
十
二
月
所
上
表
状
、
今
日
可
被
返
下
云
々
、
旁
有
所
思
、
于
今
雖
遁
避
、
勅
定
厳
密
、
且
主
上
殊
可
被
返
下
之
由
有
被
申

旨
、
上
皇
有
仰
云
々
、
者
中
使
事
、
外
人
来
者
禄
可
用
意
也
、
而
事
率
爾
之
上
、
予
冠
帯
又
不
取
敢
、
仍
可
用
内
々
儀
旨
存
之
、
且

野
宮
左
府
建
保
上
表
之
儀
併
摸
之
、
坊
門
中
将
信
行
朝
臣
細
々
見
来
仁
也
、
予
内
々
語
之
、
領
状
之
後
、
内
々
告
送
頭
弁
宗
光
朝
臣

了
、
亥
終
刻
右
中
将
信
行
朝
臣
入
来
、
早
参
内
可
進
退
之
旨
粗
諷
諫
了
、
其
後
又
自
仙
洞
有
勅
書
、
可
被
返
表
之
時
儀
有
御
尋
、
禁

裏
御
不
審
云
々
、
引
懸
紙
二
枚
、
加
一
紙
納
函
、
以
檀
紙
二
枚
裹
之
、
以
本
結
緒
可
被
結
之
由
申
入
了

（
（2
（

、

　

洞
院
公
賢
が
左
大
臣
辞
任
の
意
志
を
示
し
た
も
の
の
そ
の
辞
表
を
突
き
返
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
二
ヵ
所
の
傍
線
部
に
あ

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
形
式
的
に
は
光
厳
院
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
光
厳
院
の
判
断
に
は
、
光
明
天
皇
の
強
い
意
向
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が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る（
波
線
部
）。大
臣
人
事
に
関
し
て
、光
明
天
皇
が
意
思
表
示
し
、そ
れ
が
実
際
に
影
響
力
を
持
っ
た
と
い
え
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
実
は
、
光
明
天
皇
が
政
局
的
事
項
へ
の
判
断
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
事
例
は
、
ほ
ぼ
こ
の
事
例
に
限
ら
れ
る

（
（2
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
天
皇
で
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
政
務
に
全
く
関
与
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

�

此
日
改
元
焉
、
亥
二
刻
関
白
参
来
、
喚
前
謁
談
、
子
三
刻
左
大
臣
参
入
、
相
謁
有
談
話
之
事
、
須
臾
退
下
候
状
座
、
令
蔵
人
頭
宗
光

朝
臣
奏
文
、
抑
賜
宣
旨
、
次
令
宗
光
朝
臣
賜
諸
儒
、
擇
申
年
号
字
勘
文
於
大
臣
、
仰
令
定
申
、
頃
之
宗
光
朝
臣
奏
云
、
左
大
臣
、
権

大
納
言
源
朝
臣
、
権
中
納
言
源
朝
臣
、
参
議
藤
原
朝
臣
等
挙
貞
和
、
春
宮
大
夫
藤
原
朝
臣
挙
貞
和
文
仁
、
右
大
弁
藤
長
朝
臣
挙
貞
和

嘉
慶
者
、
重
仰
悉
令
一
揆
可
奏
之
由
、
宗
光
朝
臣
帰
参
奏
云
、
春
宮
大
夫
、
藤
長
朝
臣
等
、
各
雖
陳
申
文
仁
嘉
慶
無
難
之
由
、
雖
然

此
両
人
所
存
之
分
、
所
詮
文
仁
嘉
慶
等
非
勝
於
貞
和
之
上
者
、
貞
和
已
所
令
一
揆
也
者
、
即
仰
可
用
貞
和
之
由
、
次
令
宗
光
朝
臣
仰

可
令
作
詔
書
之
状
、
暫
大
臣
令
宗
光
朝
臣
奏
詔
書
案
、
覧
了
返
給
、
仰
令
清
書
々
々
了
又
奏
、
昼
日
返
給

（
（2
（

、

　

右
の
史
料
は
、
貞
和
へ
の
改
元
に
お
い
て
、
勘
者
の
意
見
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
、
勘
申
結
果
（
貞
和
）
を
採
用
す
る
こ
と
、
そ
れ
に

伴
い
詔
書
を
作
成
す
る
こ
と
、
を
光
明
天
皇
が
指
示
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
事
例
が
典
型
的
な
の
だ
が
、
政
務
運
営
に
お
け

る
光
明
天
皇
の
役
割
と
は
、
天
皇
と
い
う
立
場
に
あ
る
存
在
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
手
続
的
事
項
を
処
理
す
る
と
い
う
一
点

に
特
化
し
て
い
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
光
明
天
皇
と
は
、
そ
う
い
う
立
場
を
、
い
わ
ば
義
務
づ
け
ら

れ
た
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
光
明
天
皇
の
立
場
を
示
す
簡
便
な
記
述
が
あ
る
『
元
弘
日
記
裏
書
』（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
三
）

な
る
史
料
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
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延
元
元
年
五
月
二
十
九
日
、
尊
氏
入
洛
、
用
建
武
暦
、
以
正
慶
天
子
為
治
世
之
主
、
以
第
二
皇
子
豊
仁
親
王
為
主
上

　
「
第
二
皇
子
豊
仁
親
王
」（
光
明
）
即
位
に
際
し
て
、
治
天
は
「
正
慶
天
子
」（
光
厳
院
）
と
さ
れ
た
こ
と
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

政
局
へ
の
判
断
や
利
権
調
整
は
、
あ
く
ま
で
治
天
の
君
で
あ
る
光
厳
上
皇
の
役
割
で
あ
っ
て
、
光
明
天
皇
の
関
与
が
禁
欲
的
に
な
る
の

は
、
個
人
の
資
質
云
々
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
光
明
天
皇
は
治
天
の
君
で
な
か
っ
た
以
上
、
年
中
行
事
へ

の
参
加
以
外
に
顕
著
な
政
治
行
動
は
原
則
的
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
光
明
天
皇
の
立
場
を
具
体
的
に
示
す
の
が
、
天
龍
寺
行
幸
（
御
幸
）
で
あ
る
。

　

暦
応
二
年
、
上
皇
詔
征
夷
大
将
軍
左
武
衛
将
軍
、
令
鼎
建
天
龍
寺
、
欲
資
薦
先
皇
之
冥
駕
、
請
夢
窓
国
師
為
之
開
山

（
（3
（

、

　

周
知
の
よ
う
に
、
天
竜
寺
は
尊
氏
の
建
言
に
基
づ
い
て
造
営
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
形
式
と
し
て
は
、
尊
氏
の
建
言
を
受
け
た
光

厳
院
の
院
宣
に
よ
り
建
立
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
朝
天
皇
「
家
」
と
し
て
南
朝
（
後
醍
醐
）
を
弔
う
、
と
い
う
の
が
体

裁
上
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
落
成
供
養
な
ど
の
主
催
は
北
朝
の
代
表
者
で
あ
る
北
朝
天
皇
家
家

長
、
す
な
わ
ち
治
天
の
君
の
役
割
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
落
成
供
養
な
ど
光
厳
院
は
何
度
も
天
龍
寺
御
幸
を
繰
り
返

し
て
い
る

（
（3
（

。
そ
れ
で
は
光
明
天
皇
（
上
皇
）
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

今
日
新
院
幸
天
龍
寺
也
、
而
両
院
可
幸
之
由
、
和
尚
申
沙
汰
之
、
而
本
院
依
御
不
予
、
新
院
一
所
幸
云
々
、
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右
は
『
園
太
暦
』
貞
和
五
年
三
月
二
六
日
条
で
、
管
見
の
限
り
、
光
明
院
が
単
独
で
天
龍
寺
へ
赴
い
た
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
光
厳
院
と
肩
を
並
べ
て
天
龍
寺
へ
と
御
幸
し
た
事
例
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

（
（3
（

。
し
か
し
、
そ
れ
も
上
皇
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
り
、
在
位
中
は
確
認
で
き
な
い
し
、
本
事
例
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
光
厳
院
が
病
欠
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
偶
発
的

な
現
象
で
あ
る
。
天
竜
寺
行
幸
（
御
幸
）
を
素
材
に
考
え
て
も
、
光
明
院
が
北
朝
天
皇
家
の
代
表
者
と
し
て
の
役
割
を
主
体
的
に
果
た

す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
持
明
院
統
天
皇
家
の
家
長
た
る
役
割
は
専
ら
光
厳
院
が
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
光
明

天
皇
が
政
局
へ
の
判
断
や
利
権
調
整
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

政
局
へ
の
判
断
に
関
与
し
な
い
光
明
天
皇
の
態
度
は
、
潔
癖
と
も
い
え
る
ほ
ど
に
徹
底
し
て
い
る
。
そ
の
潔
癖
さ
を
示
す
事
例
が
、

皇
位
継
承
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

　

か
つ
て
飯
倉
晴
武
氏
は
、
そ
の
著
書
『
地
獄
を
二
度
も
見
た
天
皇　

光
厳
院
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
）
に
お
い
て
、
光
厳
院

の
置
文
を
紹
介
し
つ
つ
、
や
や
大
胆
な
推
量
を
交
え
な
が
ら
光
明
天
皇
以
降
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て
存
在
し
て
い
た
規
定
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
家
永
遵
嗣
氏
に
よ
る
最
新
の
成
果
が
あ
る

（
（3
（

）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
光
厳
院
は
「
光
厳
（
自
身
）
→
光

明
（
弟
）
→
崇
光
（
子
）
→
直
仁
（
花
園
院
子
）」
と
い
う
皇
位
継
承
計
画
を
見
立
て
て
い
た
と
い
う

（
（3
（

。

　

こ
の
見
立
て
に
従
う
と
、
光
明
天
皇
は
一
代
限
り
の
中
継
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
現
状
に
光
明
天

皇
は
、
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い
で
応
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

�

其
次
行
光
朝
臣
申
御
譲
位
并
廿
三
日
一
社
奉
幣
宣
命
事
付
職
事
雖
申
入
分
明
不
仰
、
可
伺
之
旨
示
之
、
仍
申
入
、
御
譲
位
者
可
依
寛

平
元
年
・
宝
徳
二
年
例
、
是
天
子
冠
礼
立
儲
皇
両
条
可
載
之
由
也

（
（3
（

、
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ま
ず
大
前
提
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
は
、
右
に
あ
る
よ
う
に
、
光
厳
院
の
見
立
て
に
従
い
、
光
明
天
皇
か
ら
興
仁
親
王
（
崇
光
）

へ
の
譲
位
は
着
々
と
進
行
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
否
応
な
く
進
ん
で
い
く
現
実
の
な
か
で
、
光
明
天
皇
は
次
の
よ

う
な
行
動
に
出
た
。

　

�

当
今
践
祚
初
、
天
下
擾
乱
、
遂
不
被
行
由
奉
幣
、
今
欲
脱
屣
、
此
条
尤
可
恐
思
給
也
、
仍
臨
時
伊
勢
弊
可
被
奉
献
之
旨
、
先
日
行
幸

之
時
被
談
申
、
先
日
行
幸
随
分
被
刷
候
け
り
、
此
時
分
供
奉
人
定
難
得
歟
、
頗
軽
忽
可
為
何
様
哉
之
旨
有
勅
定
、
誠
可
有
議
歟
、
将

又
只
以
敬
神
可
先
歟
、
行
幸
之
無
人
不
可
及
沙
汰
歟
、
所
存
如
何
様
候
哉
者
、
由
奉
幣
無
沙
汰
脱
屣
、
誠
以
外
事
也
、
此
上
曾
不
可

有
行
幸
無
人
余
儀
、
幸
本
官
可
有
奉
幣
也
、
遂
不
被
告
申
皇
位
脱
屣
、
争
無
事
恐
哉
之
旨
申
入
了
、
尤
可
然
早
可
有
御
沙
汰
之
由

（
（3
（

　

光
明
天
皇
は
自
身
が
退
位
す
る
に
伴
い
、
戦
乱
の
影
響
な
ど
に
よ
り
即
位
時
に
は
実
行
で
き
な
か
っ
た
「
由
奉
幣

（
（3
（

」
も
兼
ね
て
、
伊

勢
神
宮
に
奉
幣
使
を
発
遣
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
そ
の
こ
と
を
洞
院
公
賢
と
相
談
し
て
い
る

（
（3
（

。
光
明
天
皇
は
、（
後
の
）
崇
光
天
皇
へ

の
譲
位
を
前
提
に
、
自
身
の
在
位
期
間
の
綺
麗
な
幕
引
き
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
皇
位
継
承
は
光
厳
院
の
見
取
り
図
に
沿
っ
て

粛
々
と
進
ん
で
お
り
、
光
明
天
皇
が
そ
れ
に
何
ら
か
の
抵
抗
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
光
明
天
皇
は
崇
光
の
登
極
を
積
極
的
に
推
進
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
次
の
史
料
で
あ
る
。

　

�

今
日
大
夫
可
退
出
、
欲
遣
迎
之
処
、
今
日
左
兵
衛
督
有
可
参
入
之
風
聞
、
折
節
無
人
不
便
、
至
其
時
分
可
祗
候
之
由
被
仰
下
云
々
、

子
刻
許
退
出
、
伝
勅
語
曰
、
今
日
直
義
卿
参
入
、
東
宮
践
祚
・
親
王
立
坊
等
事
申
之
、
総
別
御
大
慶
不
能
左
右
、
日
来
之
御
本
望
満

足
之
間
、
聊
所
被
仰
也
云
々
者

（
（3
（

、
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足
利
直
義
が
「
参
入
」
し
、「
東
宮
践
祚
・
親
王
立
坊
事
」
を
申
し
入
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
問
題
は
、
直
義
が
参
入
し
た

相
手
で
あ
る
が
、
可
能
性
と
し
て
は
光
厳
仙
洞
か
光
明
内
裏
の
二
択
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
園
太
暦
』
に
見
え
る
「
大
夫
」（
春

宮
大
夫
＝
洞
院
実
夏
）
及
び
直
義
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
そ
も
そ
も
の
皇
位
継
承
方
針
の
立
案
者
が
誰
か
と
い
う
点
を
鑑
み
る
に
、
光

厳
仙
洞
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
日
、
直
義
は
崇
光
の
登
極
と
直
仁
の
立
太
子
に
つ
い
て
、
光
厳
院
と
打
ち

合
わ
せ
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
週
間
後
の
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

今
日
上
皇
御
幸
萩
原
殿
云
々
、
立
坊
已
下
事
為
被
申
談
歟

（
（4
（

、

　

貞
和
四
年
の
九
月
五
日
、
光
厳
院
は
「
萩
原
殿
」（
＝
花
園
院
）
を
訪
ね
、
直
仁
の
立
太
子
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
。
こ
れ
ら

二
つ
の
史
料
か
ら
判
断
さ
れ
る
の
は
、
崇
光
へ
の
譲
位
と
直
仁
の
立
太
子
は
直
義
・
光
厳
院
・
花
園
院
の
三
者
に
よ
り
最
終
確
認
さ
れ

た
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
光
明
天
皇
は
実
質
的
に
蚊
帳
の
外
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蚊
帳

の
外
に
あ
っ
た
光
明
天
皇
は
、自
ら
の
運
命
に
特
段
の
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
抵
抗
が
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
そ
う
い
う
状
況
に
居
心
地
の
良
さ
ま
で
感
じ
て
い
た
よ
う
に
さ
え
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

　

今
夜
春
宮
自
内
裏
行
啓
持
明
院
殿
、
仍
二
臈
外
記
師
躬
参
陣
、
彼
記
見
左

（
（4
（

、

　

右
の
史
料
は
、「
春
宮
」
す
な
わ
ち
、
の
ち
の
崇
光
天
皇
が
光
明
天
皇
の
居
所
で
あ
る
内
裏
か
ら
光
厳
院
の
居
所
で
あ
る
持
明
院
に
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行
啓
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
光
明
天
皇
は
在
位
中
か
ら
甥
の
皇
太
子
興
仁
（
崇
光
）
と
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
光
明
天
皇
と

興
仁
は
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
興
仁
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
筆
者
の
感
想
に
過
ぎ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
光
明
天
皇

は
興
仁
へ
の
皇
位
継
承
を
前
提
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
光
厳
院
に
よ
る
皇
位
継
承
計
画
を
所
与
の
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
意
見
表
明
も
し
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

皇
位
に
つ
い
て
さ
え
ノ
ー
タ
ッ
チ
だ
っ
た
よ
う
に
、
光
明
天
皇
は
政
局
に
は
基
本
的
に
関
与
せ
ず
、
学
問
や
年
中
行
事
履
行
に
専
念

し
た
天
皇
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

2
節　

光
厳
上
皇
と
の
関
係
性

　

さ
て
、
光
明
天
皇
は
、
光
厳
院
が
治
天
の
君
と
し
て
北
朝
を
領
導
す
る
体
制
に
、
行
儀
よ
く
従
っ
て
い
た
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
そ

れ
で
は
、
そ
の
治
天
の
君
で
あ
り
兄
で
も
あ
る
光
厳
院
と
の
関
係
性
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

光
明
天
皇
は
、
し
ば
し
ば
行
幸
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
戦
況
の
悪
化
に
よ
る
、
実
質
的
に
は
避
難
で
あ
っ
た
行
幸
も

目
立
つ
の
だ
が

（
（4
（

、
そ
れ
以
外
の
、
中
世
の
天
皇
と
し
て
普
遍
的
な
行
幸
の
事
例
も
多
い
。

　

今
夜
為
御
方
違
行
幸
持
明
院
殿
、
予
供
奉
事
連
々
雖
蒙
催
、
不
諧
之
間
固
申
子
細
了

（
（4
（

、

　

方
違
行
幸
の
た
め
に
光
厳
院
居
所
で
あ
る
持
明
院
殿
へ
と
訪
ね
た
事
例
で
あ
る
。
光
明
天
皇
の
気
質
か
ら
し
て
、
方
違
な
ど
も
き
め

細
や
か
に
配
慮
し
て
い
た
と
思
し
く
、
方
違
行
幸
の
事
例
は
諸
史
料
に
散
見
す
る
。
ま
た
、
方
違
に
か
こ
つ
け
る
と
き
や
、
そ
う
で
な
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い
と
き
も
含
め
て
、光
明
天
皇
は
、例
え
ば
母
院
の
広
義
門
院
の
も
と
へ
と
足
を
運
ん
で
、和
歌
な
ど
に
興
ず
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
（
（4
（

。
有
職
故
実
を
遵
守
し
た
り
、
学
芸
へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
り
す
る
と
、
自
ず
と
行
幸
の
回
数
も
増
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
が
、
光
明
天
皇
に
特
徴
的
な
の
は
、
行
幸
の
行
き
先
が
、
圧
倒
的
に
光
厳
仙
洞
（
持
明
院
殿
）
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る

（
（4
（

。
し

か
も
そ
れ
は
、「
天
皇
が
上
皇
の
も
と
に
（
朝
勤
行
幸
的
に
）
ご
挨
拶
す
る
」
と
い
う
儀
礼
的
な
営
為
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

光
明
院
が
光
厳
院
の
も
と
を
訪
ね
る
事
例
は
、
退
位
し
て
以
降
も
変
わ
ら
ず
目
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
貞
和
四
年
一
二
月
一
七

日
、
光
明
院
は
上
皇
と
な
っ
て
の
御
幸
始
を
執
り
行
っ
た
が
、
そ
の
訪
問
先
が
持
明
院
殿
で
あ
っ
た

（
（4
（

。

　

ま
た
、
光
厳
院
居
所
へ
御
幸
す
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
光
厳
院
と
も
ど
も
連
れ
立
っ
て
御
幸
す
る
事
例
も
目
立
つ
。
例
え
ば
、

観
応
元
年
の
二
月
三
日
、
そ
の
年
の
御
幸
始
と
し
て
光
明
院
は
光
厳
院
と
と
も
に
母
院
の
広
義
門
院
御
所
を
訪
ね
た
り
し
て
い
る

（
（4
（

。
な

か
で
も
特
筆
す
べ
き
事
例
を
次
に
掲
げ
る
。

　

�

今
日
夢
窓
国
師
七
年
忌
也
、
将
軍
父
子
入
寺
云
々
、
予
之
輿
被
借
用
、
仍
借
遣
了
、
又
伏
見
殿
両
法
皇
、
自
去
比
、
御
住
雲
居
庵
、

令
営
仏
事
給
云
々
、
武
将
入
寺
有
見
物
輩
如
堵
云

（々
（4
（

、

　

こ
こ
で
光
明
院
は
光
厳
院
と
と
も
に
雲
居
庵
に
住
み
込
み
を
し
て
夢
窓
疎
石
の
追
善
仏
事
を
営
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
状
況
を
踏

ま
え
る
に
、
そ
も
そ
も
光
明
院
は
兄
光
厳
院
と
一
緒
に
い
る
こ
と
を
好
み
、
兄
光
厳
院
の
忠
実
な
弟
に
徹
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
感
覚
を
光
明
院
は
在
位
期
間
の
み
な
ら
ず
譲
位
後
も
、
終
生
に
わ
た
っ
て
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
先
の
夢
窓
疎
石
追
善
仏
事
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
譲
位
後
の
光
明
院
の
基
本
姿
勢
を
示
唆
す
る
史
料
は
少
な
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く
な
い
。
例
え
ば
、
退
位
し
て
直
後
の
元
日
儀
礼
に
お
い
て
は
光
厳
院
と
も
ど
も
御
薬
や
院
拝
を
受
け
て
い
る
し

（
（4
（

、
貞
和
五
年
の
正
月

に
は
、「
両
院
」
と
し
て
吉
書
奏
に
接
し
て
い
る

（
（5
（

。
光
明
退
位
後
は
「
両
院
」
と
い
う
表
現
が
史
料
上
、
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
事

例
を
一
つ
だ
け
掲
げ
て
お
く
。

　

今
日
両
院
仏
名
於
新
御
所
被
行
之
、
以
中
門
廊
擬
殿
上
公
卿
以
下
着
之
云

（々
（5
（

、

　
「
両
院
」
が
仏
名
会
に
臨
席
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
退
位
直
後
の
光
明
院
に
は
兄
光
厳
院
と
と
も
に
上
皇
と

し
て
年
中
行
事
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
。
と
い
う
よ
り
も
光
明
院
は
光
厳
院
と
一
緒
で
な
け
れ
ば
院
と
し
て

儀
礼
に
参
加
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
よ
う
に
思
う

（
（5
（

。

　

そ
の
よ
う
な
光
明
院
の
基
本
姿
勢
は
、
晩
年
に
な
る
と
、
よ
り
鮮
明
化
す
る
。
光
明
院
が
逝
去
し
た
と
き
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

　

�

後
聞
、今
日
光
明
院
法
皇
豊
仁
崩
御
、此
間
御
坐
大
和
長
谷
寺
、於
彼
寺
有
御
事
、御
年
六
十
一
云
々
、先
例
兼
治
注
進
、少
々
注
付
之
、

予
彼
御
代
為
侍
中
、
旧
事
如
夢
、
悲
涙
似
雨

（
（5
（

、

　

吉
野
連
行
か
ら
の
帰
京
後
の
光
明
院
は
洛
外
で
隠
棲
し
て
お
り
、
そ
の
動
静
を
都
の
貴
族
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
ん
な
光
明
院
の
動
向
を
わ
ず
か
に
伝
え
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

　

�

開
山
法
皇　

諱
量
仁
、（
略
）
貞
治
三
年
七
月
七
日
、集
左
右
書
遺
誡
数
条
并
遺
偈
曰
、謝
有
為
報
、披
無
相
衣
経
行
坐
臥
、千
佛
威
儀
、
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少
焉
崩
御
、
算
五
十
二
、
奉
全
身
、
窆
于
寺
後
、
是
日
光
明
帝
及
諸
王
子
入
山
会
葬
、
塔
曰
怡
雲

　
『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
二
五
に
所
収
さ
れ
た
『
常
照
寺
記
録
』
な
る
史
料
に
見
ら
れ
る
記
述
で
、
史
料
価
値
に
若
干
の
不
安
も
な

く
は
な
い
が
、
光
厳
院
の
葬
儀
に
は
顔
を
出
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
隠
棲
後
の
光
明
院
は
こ
れ
く
ら
い
し
か
表
だ
っ
た
行
動
は
と
っ
て
お

ら
ず
、
そ
の
唯
一
の
行
動
が
、
兄
光
厳
院
の
菩
提
を
弔
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
皇
と
な
っ
た
後
も
光
明
院
は
「
光
厳
院

の
弟
」
に
徹
し
続
け
、
終
生
、
政
局
面
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
光
明
院
の
生
き
様
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

さ
て
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
問
題
意
識
に
立
ち
戻
ろ
う
。
な
ぜ
吉
野
に
連
行
さ
れ
た
三
上
皇
（
＋
直
仁
）
の
う
ち
、
光
明
上
皇

だ
け
が
一
足
早
く
解
放
さ
れ
て
京
都
に
戻
っ
た
の
か
。
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
問
い
へ
の
解
答
を
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
晴
武
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
光
明
院
が
先
に
帰
京
を
許
さ
れ
た
の
は
、
も
と

も
と
繊
細
な
性
質
な
人
で
、
足
利
尊
氏
の
降
参
に
よ
っ
て
南
朝
軍
が
京
都
に
進
出
し
て
き
た
だ
け
で
、
将
来
を
悲
観
し
て
出
家
し
て
し

ま
っ
た
ほ
ど
で
、
吉
野
・
天
野
山
の
き
び
し
い
幽
閉
生
活
に
も
っ
と
も
打
ち
ひ
し
が
れ
て
、
見
る
人
の
同
情
を
さ
そ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
し
て
、
光
明
院
が
繊
細
な
人
柄
で
か
わ
い
そ
う
な
の
で
京
都
に
戻
さ
れ
た
、
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
確
認
し
て
き
た
光
明
院
の
姿
と
は
、
学
問
・
芸
能
・
有
職
故

実
の
習
得
や
、
儀
礼
を
先
例
ど
お
り
適
正
に
挙
行
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
生
き
様
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
政
局
へ
の
判
断
や
利
権
調

整
に
は
全
く
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。
光
明
院
が
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
も
は
や
南
朝
に
と
っ
て
拘
留
し
続
け
る
政
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局
的
意
味
は
皆
無
に
等
し
い
。
む
し
ろ
、扶
養
す
る
た
め
の
経
済
的
な
部
分
も
含
め
た
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。

簡
単
に
言
う
と
、
南
朝
に
と
っ
て
光
明
院
は
、
解
放
し
て
も
ノ
ー
リ
ス
ク
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
拉
致
し
た
三
上
皇
な
ど
を
京
都
に

戻
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
が
発
生
す
る
の
か
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
兼
ね
て
、
光
厳
院
な
ど
に
先
ん
じ
て
実
験

的
に
京
都
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
光
明
院
は
、
政
局
へ
の
影
響
力
を
一
切
放
棄
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
、
政
局
的
な
桎
梏
か
ら
も
一
足
先
に
自
由
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

（
1
）
豊
永
聡
美
『
中
世
の
天
皇
と
音
楽
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
六
）。

（
2
）『
園
太
暦
』
正
平
七
年
閏
二
月
二
十
一
日
条
。

（
3
）『
園
太
暦
』
正
平
七
年
三
月
四
日
条
。

（
4
）『
園
太
暦
』
文
和
四
年
八
月
八
日
条
。

（
5
）『
中
院
一
品
記
』
暦
応
三
年
九
月
八
日
条
。（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
六
）。

（
6
）『
新
宮
御
神
楽
記
』（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
一
三
）。

（
7
）
豊
永
氏
前
掲
注
（
１
）
著
書
。

（
8
）『
園
太
暦
』
貞
和
元
年
一
一
月
二
八
日
条
。

（
9
）『
園
太
暦
』
康
永
三
年
二
月
二
八
日
条
。

（
10
）
豊
永
氏
前
掲
注
（
１
）
著
書
、
一
三
二
頁
。



123

光明天皇に関する基礎的考察

（
11
）
同
右
、
一
三
二
・
二
六
八
頁
。

（
12
）『
光
明
天
皇
宸
記
』
康
永
元
年
九
月
二
〇
日
条
。（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
七
）。

（
13
）『
光
明
天
皇
宸
記
』
貞
和
元
年
四
月
二
十
日
条
。（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
八
）。

（
14
）『
光
明
天
皇
宸
記
』
康
永
元
年
一
〇
月
二
二
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
七
）。

（
15
）『
光
明
天
皇
宸
記
』
康
永
元
年
一
〇
月
二
三
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
七
）。

（
16
）『
玉
英
記
抄
』
暦
応
五
年
正
月
二
二
日
条
。（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
七
）。

（
17
）『
玉
英
記
抄
』
康
永
二
年
二
月
一
四
日
条
。（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
七
）。

（
18
）�

公
賢
を
頼
り
に
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
公
賢
が
『
園
太
暦
』
を
記
し
た
と
い
う
、
残
存
史
料
上
の
要
素
も
あ
る
は
ず

な
の
で
、
あ
く
ま
で
「
史
料
上
、
そ
う
い
う
事
例
が
目
立
つ
」
と
い
う
評
価
に
と
ど
め
た
い
。

（
19
）『
園
太
暦
』
康
永
三
年
八
月
二
九
日
条
。

（
20
）『
園
太
暦
』
貞
和
三
年
一
一
月
二
一
日
条
。

（
21
）『
園
太
暦
』
延
文
元
年
四
月
二
七
日
条
。

（
22
）『
大
日
本
史
料
』
や
『
史
料
纂
集
』
も
そ
の
よ
う
に
比
定
し
て
い
る
。

（
23
）『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
正
月
一
六
日
条
。

（
24
）『
内
侍
所
御
神
楽
部
類
記
』
暦
応
三
年
一
二
月
二
九
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
）。

（
25
）『
園
太
暦
』
貞
和
三
年
三
月
二
九
日
条
。

（
26
）『
光
明
天
皇
宸
記
』
貞
和
元
年
九
月
八
日
条
。（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
九
）。

（
27
）『
園
太
暦
』
貞
和
元
年
九
月
六
日
条
。
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（
28
）�

他
に
は
一
章
で
取
り
上
げ
た
下
賀
茂
社
人
事
に
関
す
る
『
園
太
暦
』
貞
和
三
年
一
一
月
二
一
日
条
を
挙
げ
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、

こ
れ
も
、
そ
の
人
事
が
先
例
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
人
事
内
容
そ
の
も
の
に
対
し

て
自
己
の
意
向
を
示
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

（
29
）『
光
明
天
皇
宸
記
』
貞
和
元
年
一
〇
月
二
一
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
九
）。

（
30
）『
天
龍
紀
年
考
略
』（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
五
）。

（
31
）
例
え
ば
、『
園
太
暦
』
貞
和
元
年
八
月
三
〇
日
条
、
同
二
年
三
月
一
七
日
条
、
二
〇
日
条
な
ど
。

（
32
）
延
文
二
年
九
月
の
御
幸
な
ど
。

（
33
）�

家
永
遵
嗣
「
光
厳
上
皇
の
皇
位
継
承
戦
略
と
室
町
幕
府
」（
桃
崎
有
一
郎
・
山
田
邦
和
編
『
室
町
政
権
の
首
府
構
想
と
京
都
』

文
理
閣　

二
〇
一
六
）。

（
34
）�

飯
倉
氏
は
、
直
仁
は
花
園
院
の
子
で
は
あ
っ
た
が
、
血
の
つ
な
が
り
上
は
光
厳
院
の
実
子
で
あ
っ
た
可
能
性
を
強
調
し
て
お
り
、

光
厳
院
の
花
園
院
へ
の
敬
慕
と
、
本
当
は
実
子
で
あ
る
直
仁
へ
の
思
い
が
、
こ
の
よ
う
な
変
則
的
な
皇
位
継
承
計
画
を
思
い
立

た
せ
た
と
し
て
い
る
。

（
35
）『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
一
〇
月
一
九
日
条
。

（
36
）『
園
太
暦
』
貞
治
四
年
一
〇
月
一
一
日
条
。

（
37
）
由
奉
幣
と
は
、
伊
勢
（
等
）
に
対
す
る
臨
時
の
奉
幣
使
発
遣
の
こ
と
。

（
38
）
光
明
天
皇
が
公
賢
に
諮
問
し
た
約
二
週
間
後
の
一
〇
月
二
三
日
に
一
社
奉
幣
は
実
現
し
て
い
る
。

（
39
）『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
八
月
二
八
日
条
。

（
40
）『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
九
月
五
日
条
。
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（
41
）『
師
守
記
』
康
永
三
年
六
月
八
日
条
。

（
42
）�

例
え
ば
、天
王
寺
合
戦
の
余
波
に
よ
り
光
明
天
皇
が
直
義
邸
に
避
難
し
た
事
例
な
ど
（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
四
所
収
の
『
官

務
記
』
三
月
九
日
条
）。

（
43
）『
中
院
一
品
記
』
暦
応
三
年
一
二
月
一
二
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
六
）。

（
44
）『
園
太
暦
』
貞
和
二
年
閏
九
月
一
五
日
条
な
ど
。

（
45
）『
園
太
暦
』
貞
和
二
年
閏
九
月
一
四
日
条
ほ
か
事
例
多
数
。

（
46
）『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
一
二
月
一
七
日
条
。

（
47
）『
園
太
暦
』
観
応
元
年
二
月
三
日
条
。

（
48
）『
園
太
暦
』
延
文
二
年
九
月
三
〇
日
条
。

（
49
）『
園
太
暦
』
観
応
元
年
正
月
一
日
条
。

（
50
）『
園
太
暦
』
貞
和
五
年
正
月
五
日
条
。

（
51
）『
園
太
暦
』
観
応
元
年
一
二
月
二
七
日
条
。

（
52
）�

唯
一
、
貞
和
五
年
元
日
の
院
拝
礼
に
お
い
て
は
、
光
明
院
が
単
独
で
儀
礼
に
臨
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
花
園
院
逝
去
を
受
け
て
光

厳
院
が
儀
礼
参
加
を
自
粛
し
た
結
果
と
し
て
発
生
し
た
偶
発
的
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
単
独
で
儀
礼
参
加
し
た
事
例
が
管

見
の
限
り
存
在
し
な
い
こ
と
に
、
光
明
院
と
い
う
上
皇
の
本
質
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
53
）『
迎
陽
記
』
康
暦
二
年
六
月
二
四
日
条
。
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